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家庭
かてい

学習のポイント 

   １ 毎日４０分以上は，しっかり学習しましょう。 

   ２ 決
き

めた時間に，決
き

めた場所で学習しましょう。 

   ３ 机
つくえ

のまわりをかたづけ，テレビを消
け

して学習しましょう。 

   ４ 最初
さいしょ

に宿 題
しゅくだい

をやりましょう。 

   ５ 宿題
しゅくだい

が終
お

わったら，今日学校で習
なら

ったことの復習
ふくしゅう

や，下の例
れい

からえらんで自主
じしゅ

学習
がくしゅう

をしましょう。 

   ６ えんぴつをけずり，連絡帳
れんらくちょう

をみて，明日の学習や用具
ようぐ

のじゅんびをしましょう。 

学習にひつようなもの 

     えんぴつ  消しごむ  赤・青えんぴつ   ネームペン  下じき   

じょうぎ（１５～２０㎝くらいのもの） 

 

 

 

宿題のほかに こんな学習もしてみましょう。 

《国語》 

 ・音読
おんどく

 （声の大きさや，はやさに気をつけて読
よ

みましょう。） 

・漢字
かんじ

練習
れんしゅう

 （新
あたら

しく出てきた漢字，送りがなや読
よ

み方がむずかしい漢字などを，筆順
ひつじゅん

に気をつけながら 

練習しましょう。） 

 ・意味
い み

調
しら

べ （新しい単元
たんげん

に入ったら，意味
い み

の分からない言葉
ことば

や漢字
かんじ

を国語
こくご

辞典
じてん

や漢字
かんじ

辞典
じてん

で調
しら

べて，ノートに 

書きましょう。） 

 ・ししゃ （教科書
きょうかしょ

の詩
し

や文 章
ぶんしょう

を「」「、」「。」マスの使
つか

い方
かた

に気をつけて書きうつしましょう。） 

 ・読書
どくしょ

 （好
す

きな本やおすすめの本などを読
よ

み，読書
どくしょ

の習慣
しゅうかん

を身
み

につけましょう。） 

 ・日記
にっき

 （書こうとすることの中 心
ちゅうしん

をはっきりさせ，だんらくに気をつけて書きましょう。 

学 習
がくしゅう

した漢字
かんじ

を使
つか

って書きましょう。） 

《算数》 

 ・教科書
きょうかしょ

やドリルの問題
もんだい

をくり返
かえ

しやりましょう 

 ・テストやプリントでまちがえた問題
もんだい

をもう一度
いちど

やってみましょう。 

 ・自分
じぶん

で問題
もんだい

を作
つく

ってといてみましょう。 

 ・じょうぎやコンパス，分度器
ぶ ん ど き

（４年）などの用具
ようぐ

の使
つか

い方
かた

を練習
れんしゅう

しましょう。 

《その他》 

 ・宇都宮市
うつのみやし

の様子
ようす

（３年）や栃木県
とちぎけん

の様子
ようす

，都道府県名
とどうふけんめい

（４年）をおぼえましょう。 

 ・気になる人物
じんぶつ

や地域
ちいき

の文化
ぶんか

財
ざい

，公 共
こうきょう

施設
しせつ

などについて調
しら

べましょう。 

・植物
しょくぶつ

やこん虫
ちゅう

，星
ほし

や月（４年），を観察
かんさつ

したり，不思議
ふ し ぎ

なことやもっと知りたいことなどを調
しら

べたりしましょう。 

  ・学習した内容
ないよう

の大切なところを考えながら，まとめてみましょう。 

 ・体力づくりをしましょう。（なわとび，てつぼう，ボール運動
うんどう

，ランニングなど） 

 ・リコーダーの練 習
れんしゅう

をしましょう。 

 ・パソコンを活用
かつよう

して，調
しら

べ学習をしたり，タイピングの練習
れんしゅう

をしたりしましょう。 

 ・ＡＩドリルやeボードなどを活用
かつよう

して，予習
よしゅう

・復習
ふくしゅう

をしましょう。 

・家の手伝
てつだ

いをしましょう。 

 

 

 

 

 

人は，１日たつと，おぼえたことを半分
はんぶん

以上
いじょう

忘
わす

れてしまうこともあるそうです。何度
なんど

も 

くり返
かえ

し勉 強
べんきょう

すると忘
わす

れなくなります。学習したことを家の人に話すこともよい復習
ふくしゅう

になり 

ます。今，がんばって勉強していることは，必
かなら

ずあなたの力になります。 


